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論文内容の要旨

顎関節症の診断には、関節円板の位置、形態および開口時の関節円板の復位の有無を把握することが必要であり、

さらに顎関節内障においては、顎運動の異常および開口に伴う関節円板の復位の時期などの動態診断が必要とされて

いる。磁気共鳴検査 (MRI)が導入される以前は、顎関節腔造影法によって顎関節症の動態診断が行われていた。 1990

年代に入り MRI が臨床に急速に普及し、 X線被曝がなく造影操作が不要で任意の断面の撮像が可能である特長から

顎関節症の診断に応用されるようになったが、撮像時間に数分を要することから、顎関節部の動態診断は不可能であ

った。近年の MRI の技術のめざましい進歩によって、撮像時間が 1 秒未満の超短時間撮像が可能となり、リアルタ

イムで画像を再構成可能な MR透視撮像が開発された。そこで今回、この MR透視撮像法を顎関節部に応用し、顎関

節部の動態診断の有用性を検討することを目的として、以下の 3 つの検討を行った。

まず、検討 1 として、 MR 透視撮像法における画質向上の条件の検討を試みた。装置には、1.5 T 超伝導型 MR ス

キャナを用い、受信には顎関節用表面コイルを用いた。なお、本研究のすべての撮像には、上記の装置およびコイル

を用いた。撮像シーケンスには、 TR が 10 ミリ秒の超短時間 Fast GRE 法を用い、撮像対象には塩酸ニッケル水溶液

含有の球体ファントムを用い、良好な SN 比を得るスライス厚およびバンド幅を検討した。その結果、スライス厚は 4

mm およびバンド幅は 31.25 kHz が望ましいと考えられた。

検討 2 として、まず被験者での基礎的検討とし、 Fast GRE 法にてコントラストの決定因子となるフリップ角 (FA)

の検討を試みた。撮像シーケンスには MR透視撮像法である iDrive 法を用い、 FA を 0"-'90
0 まで変化させ被験者の

顎関節部のコントラストを計測した。その結果、最適なコントラストとなる FA は 70"-'80
0

となった。

次に、これまでに決定した撮像条件を用いて、顎運動中の顎関節部の動態診断が可能であるかどうかを検討した。

MR 透視撮像法の撮像時間に影響を及ぼすパラメータである phase 数、 phase FOV および NEX を変化させて、 1 秒

当たりのコマ数を表すフレームレート (FR) が1.0"-'4.8 となる 8 種類の撮像条件を設定した。対象は被験者 10 名と

し、被験者の開閉口運動中の顎関節部を撮像した。開閉口時間を 2秒と規定し、閉口位、運動時および最大開口位で

の関節円板の描出、関節円板の形態および下顎頭の運動パターンについて検討した。その結果、閉口位、運動時およ

び最大関口位の 3 顎位にて関節円板の描出率 (85%) が高かった撮像条件は撮像時聞が 405 ms (FR=2.4)および

287 ms (FR=3.4)のものであった。

最後に、検討 3 として、検討 2 までで決定した条件を用いて MR 透視撮像法の顎関節部の動態診断の有用性につい

て検討した。撮像条件には、撮像時聞が 405 ms (FR=2.4)および 287 ms (FR= 3.4)のものを用い、対象は顎関
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節症患者 30 名とした。開閉口時間を 2 秒から 20 秒の範囲の 6 通りとし、検討 2 と同一の項目を評価した。その結果、

開閉口時間に 8 秒かけると、 90%程度の関節円板が顎運動中に描出され下顎頭と関節円板との関係を詳細に診断する

ことができた。また開閉口時間が増大すると、顎運動のパターンの相違の程度が増大し、開閉口時間によって顎運動

に影響が受けることがわかった。

以上の結果から、本法によって能動的な開閉口運動中の顎関節部の動態診断が可能であり、開閉口時間を生理的な

開閉口時間より少し延長することによって顎関節部の動態を詳細に分析することができることがわかった。これらよ

り、本研究は顎関節部の動態診断に重要な役割を果たしていると考えられた。

論文審査の結果の要旨

本研究は、 MR透視撮像法を顎関節に応用することを試み、その有用性を検討した。

その結果、本法を顎関節に応用でき、さらに能動開閉口運動中の硬軟両組織の顎関節の動態を分析で、きるととが明

らかになった。

以上より、顎口腔機能の診断として不可欠である能動開閉口時の硬軟両組織の顎関節の動態を非侵襲的に診査する

ことが可能となり、このことは臨床上極めて有益なものといえる。よって本論文は、博士(歯学)の学位を得るに値

することを認める。
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